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The　numerical 　analySis　of 　the　annihilation 　process　of 　a　paired　nematic 　liquid　crystalline 　defects　has　been　performed
using 　the　Doi 　theory　witb 　the　Marrucci−Greco　nematic 　poten口al．　The　defects　with 　the　defect　strength ＋1！20r −112　have
an 　orlentation ，　since 　they　do　not 　show 　the　rotational 　symmetry 　of 　the　molecular 　orientation 　config 肛 ation ．　When 　the

orientation 　of 　one 　of 　the　paired　defects　is　rotated 　at　the　inltial　state，　the　defect　shows 　both　translational　and 　rotational

motions 　during　the　a  ihilation　process　and 血 e　path　of 　the　defects　is　complex 　in　comparison 　with 　the　case 　that　the

defect　is　not 　rQta 重ed 、　It　is　fbund　that　the　liqu三d　crystalline 打ow 　is　induced　not 　only 　by　the　translational　motion 　of 　the

defeCts，　but　also 　by　the　rotational 　motion 　of 　the　defects，

L 緒 言

　液晶欠陥 とは，液晶分子 の 配向分布が乱れた構造を指 し，熱や

電揚などの 印加に伴い 液晶中に発 生す るこ とが知 られて い る．対

の分子配向分布を持つ 欠陥同士は互い に 引き寄せ合い，最終的に

対消滅する，この 対消滅過程におい て ， 配 向分布の 変化に伴い 流

動 が発 生す る．欠陥対 消滅時 に誘起 され る流 動 を利用す る こ とで，
薪たな液晶デバ イス を開発できる と考えられる．

　液晶欠陥対消 滅 過程に関す るこれ まで の研究では，欠陥が並進

運動をする場合の み を取り扱っ て きた．しか し，幾何学的に回転

対 象陸を持 たない 欠 陥 構造 に回転 を与 え た状 態で配 置す る と，欠

陥は対消滅過程に おい て 回転運動を示 すと考え られ る．そ こで 本

研究では，回転対象睦を持たない 欠陥に回 転を与えた構造での 対

消滅過程 を数値解析によ り明らか にす る．

2，基礎方程式 と数値計算

　本研究で は速度場の 計算には連続の 式 運動方程式に流れ関数一

渦度法を適用 し，計算す る．分子配向場の 計算には，配 向分布関

数f を用い る．以下 に配 向分布関数の 時間発 展方程 式li）を示す．

7（−b… 〔v ・f ・ 透呵 嚇 ・u −u ・K ・醐 （1）

3．計算結果および考察

　図 2 は 欠陥の z 方向位置の 時間変化 で ある．図 よ り右側の欠陥

位置は左 側の 欠陥位置よりも下方を通過 し，対消滅に至っ てい る．

図 1（b）に おい て欠陥核問の 明視野 領域 は z ＝O．5H か ら大き く下

方に歪 んでい る．欠 陥対 消縅過 程 で は，欠陥核 は 明視野 に沿 っ て

移動 する傾向にあ り，欠陥位置は下方 へ 移動 す る と考え られ る．
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Fig　l　 Coordinate　syStenn 　and 　initial　defects　positiori　and 　molecular
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式 中の t は時 間，t）fDt は実質微分，万 は回転拡散係数，▽
u
は

単位球面上で の微分演算子，k はボル ツマ ン 定数，　T は絶対温度，
V はネマ テ ィ ッ ク MarncCi−（i 　co ポテ ン シ ャノソ

コ〉，　 K は速度勾配

テ ン ソル
，

u は着 目した棒状の液晶分子 に平行な単位ベ ク トル で

ある．また，物理 空間 1 点での 配向分布関数を離散化 によ り求 め

る と多大な計算時問を要 するため，球面 調和関数  （u ）の有限級
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数を用 い て 以下の よ うに近似 し  ，訐算を行 う．
　 　 　 　 　 　 lmax　 l

f（・ ，
z・t・・）一ΣΣc1轟 切巧。 （・）

　 　 　 　 　 　 t≡Om ≡−1
（2）

式 中の Clm（X，z ；t）は   （u）の 係 数，」
 

は方位 量子数 の 最大 値

で級数解の 項数を決定す るパ ラメ
ー

タで ある，

　本研 究で は図 1（a）に示す よ うに x ， z 方向に長 さが H の 2 次元正

方形領 域を考える．図 中の 線 分は，そ の 位置 での 液 晶分子 の 平均

的な配 向方向を示す．領域中の 座標 AB に それ ぞれ欠陥強度

s≡±112の欠 陥構造 を発 生 させ，回転を与 えた状態 を初期 配 向 と

す る．図 1（b）は初 期配 向で の 分 子配 向場 を示 す．
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4．結　言

　本研究 で は幾何学的 に回転対象陸を持たない，s ≡±1／2 の欠陥

構造に ，例 えば磁 場 や電場 を用い て 回転を与 えた揚 合にっ い て の
，

欠 陥斌 肖滅過 程 の 数値解 析を行 っ た．その 結果 対欠 陥は並進的

な挙動に加え，回転を含んだ挙動を示 すこ とが確認 され た．
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